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イギリスにおける大衆娯楽産業の発達
一戦間期の映画産業を中心に一一
荒井政治
序
2つの大戦にはさまれた 1920年代と 30年代のイギリスといえば，不況と大
量失業をかかえた苦難の時代という，暗いイメージが浮かんでくる。おそらく
1926年のゼネストとか，あの「悪魔の30年代」のハンガーマーチや失業手当を
うける労働者の長蛇の列(dolequeues)の印象が強いからであろう。戦後のプー
ムが消える 1921年から 1938年の間， イギリスの年平均失業率は 14.2彩， っ
まり被保険労働者の 7人に 1人が失業I)していたし，雇用状況の最も良かった
年でも 10彩， 最悪であった 1931-33年には 20彩を超えたという事実からす
れば，グルーミーなイメージを抱かせるのも尤もなことである。
しかし，他方にはそうした暗いイメージを打消すような，明るい雇用統計も
みられる。たとえば娯楽，スポーツ，ホテル，飲食等いわゆるレジャー産業は
（クリー ニング，理髪など細々 とした他のサー ビス業とともに）， 雇用統計では「雑サ
ービス業」として，一括されることが多いが，この項目はサービス産業全体の
31彩(1938年）を占めており， 1929年と 1938年の間に雇用量では 72万人増，率
1)イギリス労働者の失業率 (U.K.) 
1889-1914年 4.5彩 （労働組合の統計）
1921-1938年.14.2% 
1945-1960年 1.8彩｝（失業保険統計）
（出所） Sean Glynn & John Oxborrow, Interwar Britain:. a Social and Eco-
nomic History, 1976, p. 145. 
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では 36%(サービス部門全体では27.8形）という高い伸びを示している 2)。 たとえ
ば，この間に娯楽とスポーツの雇用は 10万人から 24万人に，飲食とホテルで
は 41万人から 49万人に増加している。戦間期のこの活発なレジャー活動は国
民消費統計によっても裏づけることができる。
以上のように，戦間期のイギリスには異常に高い失業率とかなり急速な経済
成長，貧困と進歩，という相反する 2つの顔があり，そのどちらもが事実であ
った。したがって，この時代の解釈はこれまで悲観論と楽観論の相反する見解
に分かれており，通俗書ではどちらかといえばペシミスティックな面が，学術
書では経済成長が強調されることが多い。本稿では大衆娯楽産業（映画産業）と
いうこの時代の成長産業を考察の対象とするので，いきおい社会経済の明るい
一面だけを述べる結果となり，戦間期のイギリスについて偏った歴史像を印象
づけないかと恐れる。
ところで労働者向けの組織的な娯楽が，政府による余暇サービス行政やアメ
ニティの充実と並んで発達したことは，この時代のイギリスの特徴とされてい
る。第 1次大戦前には労働者にとって比較的健全な娯楽といえば，フットボー
ル観戦，寄席，ボクシング，レスリング，海浜リゾートヘの行楽などに限られて
いたが，戦間期には（失業に見舞われなかった）大多数の労働者にとっては，実質
所得の伸びと労働時間の短縮， それに年次有給休暇制のかなりの普及によっ
て，映画，ダンスホール，各種スボーツ・イベント，グレイハウンド（猟犬）競
走その他新形式のギャンプルなど， さまざまのレジャー活動の盛行がみられ
た。そうした各種の商業的娯楽の中でも，映画は最も一般的で， 1920年代には
大衆娯楽の王座にのぼり， 1930年代には労働者階級の間で最も人気のあるレク
リエーションであった。 また 1927年の映画法が示唆するように， 映画産業は
人造染料，甜菜糖，（石炭乾溜による）灯油等と並んで，国家が助成の対象とした
2) D. H. Aldcroft, The Inter-War Eco加 my:Britain, 1919-1939, 1970, p. 209, 
table 27. 
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「新産業群」の一つになっていた3)。さらに 1935年には S.ロウスンが王立統
計協会で「1934年のイギリスにおける映酉産業の統計的概況」について調査結
果を発表し，イギリス人の余暇活動に関する最初の統計的研究として絶賛され
ている。 この報告をめぐる討論の中でサー・パーシー・アシュレーは，「映画
が初めて現実の娯楽事業となったのは ¥896年頃であったかと思う。当初は単
に一時的な現象で，物珍らしさが無くなれば，娯楽としての関心は衰えていく
だろうと考えられていたが， 40年間に成長して，現代の社会生活における最も
顕著なー特徴になった」4)と述べている。実際， トーキーが導入された 1927年
から 1935年の間， 年平均 160の新しい映画館が増え， 1930年代末には全国で
4,300館，週平均入場者は 1,900万を越えていたのである％
本稿では，まず映画産業成長の背景として， (1)両大戦間におけるレジャー市
場の拡大を述べ，次いで， (2)新しい大衆娯楽としての映画の登場， (3)アメリカ
映画によるイギリス市場支配， (4) 1927-30年の企業集中によるビッグ・ビジ
ネスの成立の順に発展過程を概観し，最後に政府の映画産業に対する規制につ
いて， (5)日曜興業および検閲制度の問題をとりあげてみたい。
1 両大戦間におけるレジャー市場の拡大
(1) 生活水準の向上
両大戦間に賃金労働者の生活水準はどのように変化したであろうか。まず賃
金と物価の推移から実質賃金の変化をたどってみよう。第 1次大戦によって賃
3) Alfred Plummer, New British Industries in the Twentieth Century, A Survey 
of Development and Structure, 1937, pp. 315-41. 
4) S. Rowson,'A Statistical Survey of the Cinema Industry in Great Britain 
in 1934', Journal of the Roy. Stat. Soc., Vol. XCIX, 1936, p. 119. 
5)第2次大戦後，テレビの普及につれて映画は急速に衰退していった。次の数字は商務
省の統計。
1950 1960 1970 
映画館の数 4,580 3,100 1,529 
週平均入場者 2,627万 1,000万 371万
?
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第1表賃金・物価・実質賃金 1913-38年 (1930=100)
1 週賃金 I 小売物価 1孟,/t塁
1913 52.4 63.3 82.8 
1919 136.1 
・1920 143.7 157.6 92.2 
1921 134.6 143.0 94.1 
1922 107.9 115.8 93.2 
1923 100.0 110.1 90.8 
1924 101. 5 110.8 91. 6 
1925 102.2 111. 4 91. 7 
1926 99.3 108.9・ 91. 2 
1927 101. 5 106.0 95.8 
1928 100.1 105.1 95.2 
1929 100.4 103.8 96.7 
1930 100.0 100.0 100. 0 
1931 98.2 93.4 105.1 
1932 96.3 91.1 105.7 
1933 95.3 88.6 107.6 
1934 96.4 89.2 108.1 
1935 98.0 90.5 108.3 
1936 100.2 93.0 107. 7 
1937 102.8 97.5 105.4 
1938 106.3 98. 7 107.7 
（出所） D. H. Aldcroft, The Inter-War Economy: 
Britain, 1919-1939, 1970, pp. 352, 364. 
金率は倍以上に上昇したが物価も同様に上がったため実質賃金はあまり向上し
ていない。 1922年以降，賃金・物価ともに大幅に低下したので実質的にはほと
んど変らない。大不況期には賃金はゆるやかに低下したが物価は急速に下落し
たので実質賃金を引き上げている。したがって両大戦間の平均的な実質所得は
常に戦前より高かったし， 1930年代の生活水準は雇用を維持した大多数の労働
者にとっては 1920年代よりかなり向上していたといえる（第1表）。また一般に
成年男子の賃金は女性や若年労働者より高く，家計への貢献度も大きかったの
で，大多数の労働者の家庭では，世帯あたりの収入は 1914年と i937-38年の
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間に 30-40%向上しただろうと推定される％
もう一つ重要な要因は 1世帯平均の家族数が減少し，家族 1人当りの所得水
準が向上した点である。この点を考慮に入れると 1914年と 1937-38年の間に
労働者世帯の生活水準は 70飴近く向上していたといわれている2)。たとえば
ラウントリによるヨークの調査によれば， 1899年と 1936年の 37年間に平均 1
世帯の人員は 4.04人から 3.37人に減少している。 イギリス全体（イングランド
とウェールズ）では第2表のとおりである。これを子供の減少の面からみると，
1880年代に結婚した女性は平均 4.6人の子供を生んだが， 1900年代には 3.37
人， 1920年末期には 2.19人に減っている。上流と中流層にしか行われていな
かった産児制限が大衆の間にも普及したためである。その結果， 1900年代と
1930年の間に 5人以上の子供をもつ家庭は全体の 27.5彩から 10.4%に激減し，
1930年には 81彩の家庭が 3人以下になっていた3)。子供の減少が女性の地位
の向上，ひいてはレジャー市場の拡大に貢献した点も見逃してはならない。
大衆の生活水準が上ったことは食生活の向上に端的に表われている。両大戦
間に 1人当り食費支出額は 30~35彩上昇した。食料の年間消費額でいえば，
1909-13年と 1934年の間に果物の消費は 88飴， 野菜は 64彩，バター・マー
ガリンは 50彩，卵は 46形増加した。食品の多様化という点では，アメリカ式
第2表平均的な家族数 1891-1951年
1891 4.6人
1911 4.4人
1921 4. 1人
1931 3.7人
1951 3.2人
（出所） John Stevenson, British Social History 
1914-45, 1984, p. 163. 
1) J. E. Cronin, Labour and Society in Britain 1918-1979, 1984, p. 87. 
2) Ibid., p. 87. 
3) John Stevenson, British Society 1914-45, 1984, pp. 148-9; Glynn and Ox-
borrow, op. cit., p. 39. 
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第3表最終消費者による娯楽・レクリエーション支出の推計
11920 11921 i 192211923 I 1924 ¥ 1925 ¥ 1925 
公共的娯楽 56.2 53.0 48.4 47.5 47. 7 48.4 49.8 
ホテル， レストラン等 88.6 76.8 51. 9 44.4 46.9 49.8 51. 8 
ギャンプル 6.6 7.1 8.8 8.8 8.9 9.1 9.4 
読みもの
書 籍 9.4 9.5 9.2 8.0 7.9 8.2 8.6 
新 聞 28, 8 -30.4 31.l 30.5 30.9 31.1 31. 3 
雑 誌 16.2 16.4 16.6 16.7 17.1 17.4 17.5 
ムロ 計 54.4 56.3 56.9 55.2 55.9 56.7 57.4 
玩具，旅行用品，スボーツ用具 38.1 32.4 25.4 21.1 20.4 20.8 20.5 
その他のレクリエーション支出
許可料，鑑札代＊ 1.1 1.1 1. 2 1. 5 1. 9 2.2 2.6 
ペット，ベットフード 5.0 5.0 5.0 5. 0 5.0 5. 0 5.0 
ムロ 計 6.1 6.1 6.2 6.5 6.9 7.2 7.6 
娯楽・レクリエーション総計 250.0 231. 7 197.6 183.5 186.7 192.0 196.5 
＊ライセンス（ラジオ，犬，猟銃等の）
（出所） Stone and Rowe, The Measurement……, 1966, p. 192. 
の加工食品が増えたことで，ケロッグス，ハインツ，バースといった大手食品
メーカーのプランド商品や鮭，コーンビーフ，鳥肉，スープ，果物，野菜その
他さまざまの缶詰食品が田舎の食品店にさえ出回った。またアメリカ系食品メ
ーカーの進出によって，コーンフレークにミルクや砂糖を入れて食べるアメリ
力風の朝食が，イギリスでも中産階級，ついで大衆の間に広まったし，ビスケ
ットは 1935年までに年産 24万トンを越えていた。実質所得が増え，家族数が
減り，食べ物が安くなれば， その余裕は食費以外の支出に向けられていく。
1914年に平均的な労働者の家庭では， 収入の 60彩を食費に， 16彩を住居費に
あてていたが， 1937-38年にはこれらの 2項目はそれぞれ 35彩と 9彩に低下
していた。したがって所得のゆとりは， 光熱， 衣料， 家庭用品， タバコ，新
聞，交通， レジャーに，そして一部は貯蓄に回された。両大戦間に住宅金融組
合（ビルディング・ソサエティ）などへの小口預金の伸びは著しく， 1920年の 8,200
?
イギリスにおける大衆娯楽産業の発達（荒井）
7 
(UK) 1920-38年 （単位 100万ポンド）
1927 11928 11929 11930 J 1931 11932 I 1933 I 1934 I 1935 11936 I 1937 11938 
51. 6 I 52. 1 54.7 60.9 58.5 57.2 55.4 58. -5 58.6 60.8 62.7 64.9 
54.2 55.8 57.8 58.1 57.1 58.6 60.1 63.3 65.7 69.0 73.6 76.0 
12.0 13.8 12.5 13.4 16.8 18.5 18.8 14. 7 16.1 17.9 19.5 20.9 
8.5 8.7 8.8 8.6 8.4 8. 3 8.5 8.6 9. 0 9.1 9.3 9.7 
32.1 32.8 33.2 33.7 33.2 33.8 34.2 33.5 33.9 34.2 35.0 35.7 
17.6 17.7 17.7 17.9 17.8 17.8 17.7 18.0 18.2 18.2 18.4 18.7 
58.2 59.2 59.7 60.2 59.4 59.9 60.4 60.1 61.1 61. 5 62.7 64.1 
21. 3 21. 3 22.2 22.8 21.1 18.4 17. 3 18.9 22.3 23. 2 25.4 25. 7 
2.7 2.8 3. 0 3.2 3.6 4.1 4.5 4.9 5. 2 5.5 5.7 5.9 
5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5. 0 5. 0 5.0 
7.7 7.8 8. 0 8.2 8.6 9.1 9.5 9.9 10. 2 10.5 10.7 10.9 
205.0 210.6 214.9 223.6 221. 5 221. 7 221. 5 225.4 234.0 242.9 254.6 262.5 
万ポンドが 1938年には 7億1,700万ポンドに増加した％
生活のゆとりを測るもう一つの物差しはレジャー支出の大きさである。 R. 
ストウンと D.ロウによる両大戦間の国民消費推計5)によれば， 1920-38年の
間におけるイギリス人(UK)の「娯楽とレクリエーション」に対する支出総額
は第 3表のように，年平均 2億~2億 5,000万ポンドで，全消費支出の約 5
彩にあたる。この推計ではホテル・サービスとギャンプルを狭義に理解してい
るので，家計調査に比べると，かなり小さい数字になっている。各項目のうち
「公共的娯楽」というのは映画，演劇，ショー，プロ・スボーツのことで，金
額は観客が支払った入場料である。 1920年の入場者数は 11億2,400万人，入場
料は 5,620万ポンド， 1938年はそれぞれ 14億9,700万人， 6,490万ボンドで，
4) Stevenson, op. cit., pp. 125-6 ; James P. Johnston, A Hundred Years Eat切g•
1977, p. 34. 
5) Richard Stone and D. A. Rowe, The Measurement of Consumers'E砂叩iiture
a戒 Be加成our切 theUnited K切gdom1920-1938, Vol. I, 1966. 
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この間の伸び率は人数で 33%,金額では 15%であった。労働者の生活水準の
実態を示すさらに詳細なデータは労働省の家計調査 (TheMinistry of Labour 
Gazette)であるが，これによっても 1937-38年の平均的な労働者の家庭では，
1914年に比べて生活にゆとりが増え，非必需品やレジャーに対する支出能力が
増大していることが分かる。 もっとも S.ボラードによれば，このような家計
統計ではもっと重要な生活の質的変化ー~たとえば照明がローソクから電灯に
変わり，石炭やコークス規炉に代ってガス規炉が標準になり，住宅事情が改善
されて屋内に水道や下水施設が整い，ほとんどの家庭がラジオを聞き，映画を
見，新聞を読むようになったこと—ーが十分に把握できないといわれている叫
(2) 余暇の増大
両大戦間にイギリスの大部分の賃金労働者は，上述のように，生活水準が向
上したばかりでなく，労働時間の短縮によって，より多くの余暇に恵まれた。
労働時間の短縮は 19世紀後半から今日まで， 4 つの節目ー一—すなわち， 1870 
年代の初め， 1919年， 1940年代末期，および 1961-4年ーーがあったが， 1919
年の変化はまことに急激であった。 というのは 1870年代の初期からずっと 1
日9時間が標準になっていたのが，わずか 1年の間に， 8時間労働が標準労働
日になってしまったからである。その結果 1919年には 650万人の労働者が，
そして翌 1920年にはさらに 50万人が収入を減らすことな<, 1週平均で 6時
間半の時短を獲得し，週標準労働時間は戦前の 53-54時間から 47-48時間に
約 11彩短縮された。その後は 1938年に至るまで労働時間はほとんど変わって
いない。では，どのような要因が 1919年の時短を成功に導いたのであろうか。
まず第 1に，戦時中は賃金も物価も急上昇したが物資不足のために少額の貯蓄
ができていたこと。第2に， 戦時中は失業率が低い上に 1917年のロシア革命
の刺激も加わって，組合の勢力が強くなっていたこと。第 3に，戦時中に増え
た女性労働者が戦後も労働市場に留まる傾向があり，他方では戦時中の技術進
6) S. Pollard, The Development of the British Economy 1914-1980, 3rd ed., 
1983, p. 189. 
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歩が失業の脅威をつのらせている状況の中で，組合は（今Hのワークシェアリング
の考え方と同じように）時短を雇用維持のための有効な対策と考えていたこと，
などが挙げられる”。
週労働時間の短縮とともに注目すべきは，戦前，ホワイト・カラーの間の慣
習であった年次有給休暇が賃金労働者の間にも広まり始めたことである。後者
は賃金労働者の生活様式の変化やそれによるレジャー産業の新たな展開という
点では，時短よりも重要であったかもしれない。戦前，肉体労働者の間にも夏
祭のシーズンに 6日の休暇をとる例はしばしばみられたが，それらはすべて無
給であった。 1880年代から化学工業のプラナーモンド社やチョコレートメーカ
ーのキャドベリー社のように，長期勤続者や模範工員に恩恵的に有給休暇が与
えられた例がないわけではないが， 第 1次大戦前には極めて稀なことであっ
た。
労使間の協約によって有給休暇制度が賃金労働者の間に急速に拡がり始める
のは戦後の 1919-22年の頃である。戦後，雇用不安の原因をとり除きたいと
いう組合の要望と，戦時中の労働者の労苦に報いたいという雇用者側の対応が
あって，賃上げや時短と並んで有給休暇の協約が結ばれた。かくて1922年まで
の4年足らずの間に産業レベルで 22,地方レベルで 94,企業レベルでは多く
の協約が結ばれ， 3日~12日の有給休暇が与えられた。しかしこの拡大も不況
のため 1922年でストップして，以後 16年間はほとんど進歩がなかった。次に
拡大するのは 1930年代末期で， 1936年， ILOが年次有給休暇に関する条約
(52号）を採択したことがその契機になった。 1937年，有給休暇の問題を検討す
．るためにアムルリー卿 (W.マッケンジー）を長とする委員会が政府によって設
けられた。 1938年の同委員会報告書は， 失業保険によってカバーされている
7) S. G. Jones,'The Trade Union Movement and Work-sharing Policies in In-
terwar Britain', Ii叫ustrialRelations Journal, Vol. 16, No. 1, 1985; Aldcroft, 
op. cit., p. 365; Glynn and Oxborrow, op cit., p. 27; H.A. Clegg, The Cha喝
ing System of Industrial Relations切 GreatBritain, 1979, p. 82. 
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すべての労働者に，一つの雇用条件として最低1週間の年次有給休暇を与える
べきこととし， 法制化の時期を 1940-41年とした。 この猶予期間中に協約を
結ぶようにという政府の督励と，直ぐあとに起こった第2次世界大戦という強
烈な刺激があって， 戦時中の 1940-45の間に有給休暇制度は完成したのであ
る8)。
(3)・日曜聖日の世俗化
この時期のレジャー市場の拡大に影響したもう一つの重要な要因は日曜日の
世俗化である。ビクトリア時代のイギリス人の日曜日の過ごし方が大陸諸国に
比べて禁欲的であり，したがって一般の人びとにとって日曜日が退屈で憂うつ
であった， とはよく指摘されることである。 しかしイギリスの暗い日曜日も
19世紀末までにはかなり明る＜陽気になっていたようである。主日遵守協会
(Lord's Day Observance Society)の一部のサバクリアンのように，かたくなに
「神聖な安息日」を守ろうとするものはしだいに社会から孤立し，日曜聖日遵
守法， (SundayObservance Acts, 1625. 1677, 1780)はレジャー革命に押し流さ
れて， 1870年までには適用されなくなり，警察も日曜営業法 (SundayTrading 
Laws)の違反に目をつぶるようになっていた。日曜の行楽列車や遊覧船は増発
され，プラスバンドの野外演奏が流行して，公園でも浜辺でも人気の的になり，
海辺の遊歩道は散歩を楽しむ着飾った男女で賑った。日曜日の行楽客のマナー
8) G. C. Cameron,'The Growth of Holidays with Pay in Britain', ch. 10, in 
G. L. Reid and D. J. Robertson (eds.), Fr切:geB卵 efits,Labour Costs and 
Social Security, 1965; 因みに戦後の発展は次のごとくである。
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1951 1960 1966 1970 
1週間 28 
1~2週間 3 
2週間 66 97 63 41 
2~3週間 2 1 33 7 
3週間以上 1 2 4 52 
100 100 100 10． 0 
（出所） R. W. Vickerman, The Economics of Leisure and Recreation, 1975, 
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も良くなり，酔っ払いや汚ないみなりをした人びとは世紀末には急速に減って
いたという叫
海浜やリゾートを中心に，イギリスの日曜日はしだいに明るさを増し，第 1
次大戦前には，都心の日曜日もかなり自由で楽しい日に変っていた。つづく両
大戦の間に，プロスポーツの観戦，映画その他の大衆娯楽，家庭を中心にした
さまざまのレジャー活動が教会の敵視にかかわらず栄え， 1930年代末には日曜
の午後のドライブは定着していた。そして，なおも厳しい日曜日を求める教会
は，大衆文化から遊離して孤立の度を深め，「自由な日曜日」 (freeSunday)を
求める大衆はますます教会に背を向け・るようになる。こうして土曜日の半休，
戦後の労働時間の短縮によって，昔の「安息日」は現代的，世俗的な「ウィー
クエンド」の中に呑み込まれてしまった。
庶民の教会ばなれの現象はシーボーム・ラウントリーのヨーク市の調査が端
的に示している。ヨーク市の人口は 1901年には 48,000人であったが， 1935年
にiま72,248人， 1948年には 78,500人に増加した。だが日曜日に教会へ行く者
の数は第 4表のようにしだいに減少した。人口に対する割合でいえば 1901年
は 35.5鍬 1935年は 17.7彩，そして 1948年は 13彩に低下している。しかも
出席者は大部分が婦人と高齢者で占められていたという。こうして大多数のイ
第4表 ヨーク市における成人の教会出席状況 (1901,1935,1948年）
1901 1935 I 1948 
国 教 徒 7,453 5,395 3,384 
非国教徒 6,447 3,883 3,514. 
カトリック教徒 2,360 2,989 3,073・ 
救 世 軍 800 503 249 
＾ ロ 計 17,060 12,770 10,220 （出所） Stevenson, op. cit., p. 361. 
9) J. K. Walton, The English Seaside Resort, A Social History 1750-1914, 1983, 
pp. 212-3; 荒井政治「ビクトリア時代の「レジャー革命」と交通革命」関西大学「経
済論集」 34巻6号，昭60,40-47ペー ジ。
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ギリス人にとって教会はしだいに出生，結婚，死亡という人生の大きな節目の
儀式にしか縁、のない存在になっていた。それどころか結婚さえも宗教的儀式を
はぶき，ただ戸籍登記所に届け出るだけという簡略派が増えていく。このよう
な教会ぬきの「民事婚」 (civil・marriage)は 1901年には未だ 16彩にすぎなか
ったが， 1945年には 30彩に増えている10)。
2 大衆娯楽としての映画の登場
1890年代に登場してきた映画（活動写真）はビクトリア時代の最後を飾る偉大
な発明の一つであった。エジソンの発明したキネトスコープ(Kinetoscope)がロ
ンドンのオックスフォード・ストリートで公開されたのは 1894年10月17日で
あったが，当時のキネトスコープというのは一時に 1人しか観られない「のぞ
き眼鏡」であり，映写機というょりは玩具に近かったので，この日のイベント
は未だ路傍の見世物の域を出なかった。しかし間もなくこれをベースにした改
良機種が相次いで現われた。 1895年末パリでリュミェール兄弟のシネマトグラ
フ(Cinematographe)によって 1分フィルムが映写されたが，それはスクリーン
に映し出された映像を同時に大勢の観客にみせるものであったから，今日の映
画の誕生とみなされている。これがイギリスにデビューするのは翌 1896年2
月20日で，ロンドンのリーゼント・ストリート・ポリテクニックにおいてであ
った。他方，アメリカではエジソンが同年4月23日，ニューヨークの寄席で彼
の新しいヴァイクスコープ(Vitascope)を公開し、ている。蓄音機，電灯に続いて
映写機を発明したエジソンについて，イギリスのある歴史家は「近代大衆娯楽
革命におけるジェームス・ワットやリチャード・アークライトであり，両者を
ー所にしたような人物」I)と評している。
最初の映画はほとんどがダービー（競馬），列車，奇術，ダンス，アクロバッ
10) Stevenson, op. cit., p. 362. 
1) A. Briggs,'Mass Entertainment: The Origins of A Modern Industry, 1960, 
p. 12. 
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トなど動くものをほんの 1分か2分， スクリーンに再現するだけの実写であ
り，文字通り「動く写真」にすぎなかった。それでも物珍らしさからか，映画
は寄席のアトラクションとして人気をよび，一時はイギリスでもフランス，ァ
メリカに次ぐ盛況をみた。このように活動写真を一つの大衆娯楽として広めた
のは決して近代的な資本家的企業家ではなかった。短かい「動く写真」をつく
った多くの人びとは大部分が小規模の製作者であったし，他方，それを上映し
て銀せたのも寄席の経営者か，映写機を携ええて各地の祭にテントを張った巡
回興業師（ショー マン）， または市の公会堂で 2~3ペンスの入場料をとってシ
ョーを開いた「タウンホーJレの興業師」 (townhall showmen)であった。専門
の映画館(picturepalace)が建つのは 1908年からで，常設館をもつまでは町の
中心部にあるクウンホール（市公会堂）が最も便利な映写場であった。その他で
は空き店舗，劇場，寄席，時にはスケートリンクを改装して利用することも多
かった。 こうした興業師の中でも， 多くのフィルム（当時は売りきり制）を仕入
れ，各地の公会堂で「タウンホール・ショー」を開いた興業師は初期映画産業
の重要な担い手であった。 1908年のイギリスには合計 11万ポンドの資本金を
もつ 3つの映画会社があったが，その 1つを支配していたオールバニ・ウォー
ドも「クウンホールの興業師」であって， 1914年には 29の映画館を経営して
いたといわれている丸
イギリスの他の新興産業と同様に，映画産業においてもエジソンやリュミェ
ールに匹敵する人物は見当らない。たとえば「イギリス映画の父」ロバート・
w. ポール(1869-1943年）”といっても知る人は少ないだろう。 ポールは科学器
具メーカーであったが，エジソンのキネマスコープはイギリスでは特許権をも
たなかったので，彼は求めに応じて多くの複製をつくることができた。問題は
フィルムの供給であった。 というのは国際的な著作権をもつエジソン社のフ
．ィルムをコビーすることは許されないからである。そこでポールは写真技術の
2) Briggs, op. cit., p. 15. 
3) John Barnes, The Beginnings of t加 Cinemain England, 1976, p. 8. 
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専門家であるバート・エーカーズの協力を得て独自のカメラを開発して， 1895
年3 月にはエジ•‘ノン社製に劣らないフィルムを製作し，フィルム・メーカーに
成長した。 1896年 2月20日は前述のようにフランス製のシネマトグラフがイギ
リスで初公開された日であるが，同じ日にロンドンのフィンスベリー・テクニカ
ル・カレッジでボールの国産映画のデモンヌトレーションがおこなわれた。続
いて 3月末，ポールの映写機「シアトログラフ」(Theatrographー 後に改名されて
「アニマー トグラフ」 Animatograph)はレスタースクエア（ロンドン）のアルハンブ
ラ劇場に設置されて2年間使われることになる4)。彼のフィルムはトリックの
導入が巧みであったといわれ，彼の作品の長さ，したがって映写時間は次のよ
うに急速に伸びた5)。
1898年
1902年
1908年
1本平均
同
同
40~80フィー ト
100フィー ト
600フィー ト (li分）
3 アメリカ映画のイギリス市場支配
大都市では寄席のプログラムの一部として，地方では「タウンホール・ショ
ー」を通じて，映画は都会の大衆娯楽として広まっていったが，映画だけをみ
せる専門の映画館(cinematheatre)が出現するのは1907年で，ロンドンのバル
ハム・エンパイアが最初であったといわれている!)。 20世紀初期，エドワード
7世の時代(1901-1914年）は映画人口の急増期で，この時期には空き店舗が映画
館になり，入りの悪い寄席や劇場が買収されて映画館に姿を変えるケースが多
い。そして第1次大戦直前の 1914年，イギリスの映画会社は 1833社，資本総
4) Barnes, op cit., p. 8; Political & Economic Planning(PEP), The British Film 
Industry, 1952, p. 23; Ernest Betts, The Film Business. A History of British 
Cinema 1896-1972, 1973, p. 23. 
5) S. Nowell-Srnith(ed.), Edwardian England 1901-1914, 1964, p. 239. 
1) Nowell-Srnith(ed.) op. cit., p. 240; Barnes, op. cit., p. 227. n. 21. 
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額は 1,130万4,500ポンド，映画館数は約 3,000といわれている 2)。都市別では
ロンドンが約 300館(1910年），バーミンガムが 57館 (1915年），マンチェスター
が 111館(1915年）で人口 8人に 1座席の割合， リバプールが 33館(1915年）で 52
人に 1座席の割合であった3)。
映画産業はふつうフィルムをつくる製作，それを映画館に賃貸しする配給，
それを観客にみせる興業（上映）の 3つの部門＿製造工業でいえば製造・卸・
小売にあたる一ーに分かれるが， この区別は映画の初期には明白ではなかっ
た。たとえば 1904年，ビショップスゲート（ロンドン）に店舗を改装した小さな
常設館を設けた A.C.プロムヘッドは 1902年からラフバラに野外スタジオを
もつ製作者でもあった0。ふつう製作されたフィルムはその大部分が興業家に
1フィート幾らで売り切られた。賃貸しではなかったのである。また 1本のフ
ィルムから作られる何百ものプリントが公開市場で取引されている限り，どの
地方においても独占上映によって収益をあげるチャンスはなかった。ところが
1908年のある映画業界紙には， 買取ったフィルムのストックを抱えた興業主
が，それを弱小興業主に賃貸ししたり，巡回興業主に売り払ったり，フィルム
取引所(filmexchange)で交換していた事実を示唆する広告がのっている。もし
事実とすれば配給制の一つのルーツといえるだろう。しかし配給制のもっと重
要な起源は W.G.バーカーが1911年に製作した長編映画「ヘンリー八世」に
求められる。膨大な製作費を投じたこの作品は， 当時としては全く異例の 60
分を越える長編であったから，買い手を見つけることは至難であった。そこで
考え出されたのは，フィルムを売り切ること（販売）ではなく， レンタル（配給）
にすることであった。そのためフィルムは短期間上映されたあと全部を回収・
焼却すること， 1人の配給業者にのみ独占上映権を与えることが提案された。
2) PEP, op. cit., p. 26. 
3) Nowell-Smith(ed.) op. cit., p. 240; Jeffrey Richards,'The Cinema and Cinema-
going in Birmingham in the 1930s'in J. K. Walton and James Walvin(eds.) 
Leisure in Britain 1780-1939,1983, p. 35. 
4) Michael Chanan, The Dream that Kicks, 1980, p. 234; Betts, op. cit., p. 28. 
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他方，このフィルムが主演俳優の 5時間の労働に 1,000ポンドの大金を支払っ
た意欲的大作であるこ、とを，大々的に宣伝し， 「スクー」を創り上げた。バー
カーのショーマンとしての勘は，見事に当って「独占的」「高級」映画(quality
picture)に道を拓くことになった叫映画産業における一つのイノベーション
といえよう。 もっとも，これによって従来の「公開市場フィルム」 (openimr-
ket films)が直ちに姿を消したわけではない。たとえば 1914年，公開市場フィ
ルム 6,648本に対する「独占市場フィルム」 (exclusivemarket films)は 400本
であり， 1915年でも前者の 4,790本に対して後者は 600本であった6)。
映画は国王の戴冠式のようなニュース， ドキュメンタリー風の単調なものか
ら費用をかけた舞台劇， 喜劇，・ ロマンティックな冒険， 文芸映画へ， 魅力的
なストーリーの長編へ．と発展していったが，イ，ギリスで上映されるフィルムの
多くはフランス，イクリー，アメリカからの輸入フィルムであった。国産フィ
ルムよりはるかに優れていたからである。 1910年，イギリスで上映された映画
のうちイギリス映画はわずか 15彩で，フランス 36%, アメリカ 28彩，イタ
リー 17鍬 ドイツとデンマーク 4彩の比率であった。イギリス映画のシ三ァ
はその後やや持ち直して 1914年には 2596まで回復したが，大戦の勃発によっ
て減退した。フランス，イタリーではスクジオが閉鎖され， ドイツ・フィルム
はイギリス市場から姿を消した。戦争によってヨーロッパの映画産業が壊滅状
態に陥っている間に，アメリカ映画産業は着々と輸出市場を拡げ，世界の映画
市場を席捲するに至った。ロスアンゼルス郊外の一村落にすぎなかったハリウ
ッドが，世界的な映画都市に成長したことがそれを物語っている。
もともとアメリカ映画製作の中心は，東部（ニューヨーク，シカゴ）にあった。
1908年，映画機器のパテントをもつエジソンとセルロイド・フィルムの供給者
ジョージ・イーストマン（イーストマン・コダック社）等を中心に 10社がアメリカ
映画産業の独占を狙って MotionPicture Patent Company(1910年， General
5) Chanan, op. cit., pp. 245-6. 
6) PEP, op. cit., p. 27. 
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Film Company)というトラストを形成し，新興の会社や独立のプロデューサー
を抑圧しようとした。これに屈せず反トラストの先頭に立ったのがウィリアム
・フォックス（フォックス社）で，カール・レムン（ユニバーサル社），アドルフ・
ヅ;._カー（パラマウント社）等もこれに続いたが，反トラスト派は彼らに同調する
監督や俳優とともに西部のハリウ、ッドヘ移っていった。人気俳優を失ったトラ
スト各社はしだいに苦境に陥るが， 1915年，連邦最高裁判所の反トラスト法に
よって解散を命ぜられた。トラスト側の敗北とハリウッドの興隆を反映して，
1914-16年の間にアメリカ・フィルムの輸出は倍増して 2億2,450万フィート
に達するが，その 54彩はイギリスに向けられた鸞洪水のようなアメリカ・
フ・ィルムの侵入によって，イギリスの国産フィルムは片隅に追いやられ，映画
市場に占めるシェアは 1923年には 10形， そして 1927年にはわずか 5彩にま
で落ち込み，イギリス映画産業はまさに瀕死の状態に陥った。
アメリカ映画のこの偉大な競争力については，さまざまの要因があげられる
が，最大の要因の一つはイギリスに比べて国内市場がはるかに広大なことであ
る。多額の資金を要する長編映画でもアメリカ国内市場の売り上げによってコ
ストの全部または大部分が回収できたというから，フィルムを輸出すれば，売
上高からプリント代と配給コストを差し引いた分がそっくり利益になる勘定に
なっていた。このほか製作者の資金力，技巧，企業家的才能，スター・システム，
広告宣伝力等についても述べなければならないが立ち入らない。ただハリウッ
ドヘ移ったイギリス生まれの俳優たちはイギリスの 2倍， 3倍の給料が支払わ
れていたこと，ロンドン生まれの寄席芸人で後に今世紀最大の映画芸術家にな
ったチャールズ・チャプリン(1889-1977年）がハリウッドに迎え入れられ，無声
映画のかずかずの傑作をつくっていたのは，ちょうどこの頃であったことを付
記しておく。
イギリスに進出したアメリカ大手映画会社の子会社（イギ・リスでは「アメリカン
・カンパニー」と呼ばれた）は映画館の所有ではなく，フィルムの配給を通じてイ
7) PEP, op. cit., pp. 30-32. 
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ギリス市場を支配した8)。「アメリカン・カンパニー」はイギリス国内に映画
館を設けたり買収したりしなかった。第 5表が示すようにイギリスの市場でフ
ィルム配給の主導権を握っていたのはアメリカの映画社であった。第 5表にあ
げられている 16社は長編フィルム全体の 66形（イギリス・フィルムの50形）を扱
っていた。このうちフェイマス・ラスキー社（のちのパラマウント社）， ジュリー
・インペリアル社(M.G. M. 社）， フォックス社(20世紀フォックス社）のトップ 3
社は「アメリカン・カンパニー」であった。このことは1926年においても同様
である。もう一つの注目すべき点は，イギリスの主要な配給会社もほとんどア
メリカ製フィルムに依存していたという事実である。アメリカの映画社はまた
イギリス製フィルムを締め出すために映画餡ー~当時は幾つかのチェーンに分
第5表主要なフィルム配給会社 (1920年）
?
社
? イギリス・
フィルム本数
Famous-Lasky (Paramount) 
European (Universal) 
Fox (Twentieth Century-Fox) 
Gaumont 
First National (Warner Brothers) 
Wardour 
W.&F. 
Jury-Goldwyn (M. G. M.) 
Pathe 
Ideal 
P. D. C. 
Film Booking Offices 
Stoll 
Butchers' 
Western Import 
Warner Brothers (late Vitagraph) 
（出所） PEP, op. cit., p. 40, Table 2. 
配給フィルム
総本数， 
64 
55 
49 
48 
47 
43 
35 
33 
33 
29 
29 
26 
25 
24 
2 
18 
???
??
8) Rachael Low, The History of the British Film 1918-1929, 1971, ch. 3; PEP, 
op. cit., ch. 3. 
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かれ，それぞれ10館以上を支配していた一ーヘフィルムを配給するさい 'blind
booking'と'blockbooking'を組み合わせた独得の包括契約を強制していた9)。
したがってイギリスの映画館側は輸入されたアメリカ・フィルムの中から自由
に選択して 1本毎に賃借契約を結ぶのではなく，特定のアメリカ映画社との間
に，完成が数力月先になる未完成のフィルムも含めて，すべて一括してフィル
ムを予約するという契約のしかたになっていたのである。
4 企業集中(1927-1930年）によるビッグ・ビジネスの成立
1927-30年はイギリス映画産業史上，「中世と近代を分かつ分水嶺」I)ともい
われる最も重要な時期であった。というのは， 1927年にアメリカで開発された
有声映画（トーキー）が導入され， 同じ年に瀕死のイギリス映画産業を救済する
ための最初の映画法(CinematographFilm Act)が制定され，その刺激をうけて
業界では，フィルムの製作，配給，上映（興業）の各部門を巻き込んだ最初の大
規模の企業合同（縦断的結合）がおこって，映画産業は巨大な投資を吸収したビ
ッグ・ビジネスの時代に入ったからである。当時，映画産業の周辺では1926年
のゼネスト， 1929年から始まる世界恐慌と，不況と社会不安が渦巻いていた
が，映画をはじめとするレジャー産業は，斜陽化する旧産業とは逆に活況を呈
し，雇用，投資ともに伸びつづけていた。
かつてエジソンが自ら発明した蓄音器に映画を結合し有声映画の実現を試み
て失敗した後，ワーナー・プラザーズ社がウェスクーン・エレクトリック社の特
許をとり入れてそれに成功した。 1926年秋に封切られた「ジャズシンガー」が最
初のトーキーとされているが，それに出演したア・ル・ジョルスンの歌声は破産
しかけていた同社を救い，沈滞していたアメリカ映画界に活力を与えた。トー
キーは翌年イギリスに登場するが，ここでも熱狂的な歓迎をうけ，観客は再び
映画館に戻ってきた。映画技術のイノベーションは各方面に影響を及ぼした。..
9) PEP, op. cit., p. 33. 
1) Ibid., p. 45. 
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アメリカではスタジオの新築，映画館の改造，配給ヽンステムの変更がなされ，
無声映画時代のスターのある者は姿を消していった。いずれにしても無声映画
からトーキーヘの転換には巨額の資金を必要とし，金融資本に頼らざるをえな
かった。その結果，アメリカ映画産業もけっきょくウォール・ストリートの支
配下におかれ，グルーフ゜化，寡占化を招くことになる。アメリカ映画がサイレ
ントからトーキーに変っても，同じ言語のイギリスでは台詞を吹き替えたり，
サプタイトルをつける手間はいらない。イギリスの観客がトーキーに飛びつけ
ばサイレントフィルムの生産はストップし，映画館の改造は急ヒ゜ッチで進行す
る。トーキーの装置は 1台 2,000ポンドないし 3,000ポンドを要したというか
ら，資力の乏しい興業主は映画館を手離すことになる。多量のサイレント・フ
ィルムを抱えた配給会社はそれをスクラップにする前に活用の道を考えねば
ならない。イギリスの映画館が， トーキー 1本とサイレント 1本の 2本立興業
になったのはこの頃からである。映画館にも多額の資本が注ぎ込まれて大規模
のシネマ・チェーンが生まれ，夢と憧れを売る豪華な映画館(super-cinemas)が
人目をひくようになる。贅沢なシートで 2~3時間， 2本立の映画を楽しんで
6ペンス，ビール 1パイント(0.568リットル）の値段である。不況地帯の映画館
は「強制された余暇」を持て余す若い失業者にとって，かっこうの憂さ晴らし
の場であったにちがいない。
映画がサイレントからトーキーに変わろうとしている1927年，イギリス議会
ではアメリカ映画資本の支配から国内市場を保護する法案が審議されていた。
アメリカ大手映画会社の配給網によってイギリス市場が支配されている状況は
既に述べたとおりで， 1926年にイギリスで上映された 749本のうちイギリスの
映画はわずか 34本，全体の 5彩にすぎず， そのうち・「アメリカン・カンパニ
ー」によって配給されたィギリス映画はわずか2本であった2)。 映画が大衆娯
楽のトップを占めている時代に，この状況はたかが娯楽の問題として看過する
ことはできない。ハリウッドのイギリス市場支配は単なる経済問題ではなく，
2) Ibid., p. 41, Table 3. 
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間接的に文化的支配の問題であった。 1925年に上院でニュートン卿は映画の教
育的，文化的，政治的重要性を力説し，当時の状況を，イギリス人が外国の文
献や外国の新聞に支配されるのを黙認できないのと同じことだと述べ，マスメ
ディアを外国支配に委ねることの危険性を強調した。当時の映画は，すでに単
なる大衆娯楽の問題を越えて，国家の情報宣伝，国家の面子にかかわる問題と
して認識されていたのである。 映画が社会統制の強力な手段であり叫思想宣
伝の有力な武器になることは改めていうまでもない。このような国民的関心の
下に， 1927年12月，最初の映画産業保護立法が制定された。
映画法の主旨は，アメリカ・フィルムの押しつけがましい配給方式（包括予約
制）をやめさせ， イギリスで上映される本数を減らし， 逆にイギリス・フィル
ムの本数を増やし，フィルム全長に占める比率を段階的に高めていくことであ
った。 イギリス・フィルムの割当 (quota)は配給業者に対しては 1928年 4月
から， 上映館に対しては 10月から実施された。配給業者に対する割当は初年
度 7.5鍬上映館の場合は 5彩とし，その後は両者とも段階的に引き上げられ
第6表 イギリス・フィルム割当計画表
年 配給業者の割当 I 上映館の割当
1929 7½% 5彩
1930 10 7½ 
1931 10 7½ 
1932 12½ 10 
1933 15 12½ 
1934 17½ 15 
1935 17½ 15 
1936 20 20 
1937 20 20 
1938 20 20 
（出所） Rep. of Committee on Cinematograph Films, Minutes 
of Evidence, 5 May 1936, p. 4. EPP. 
3) Jeffrey Richards and Anthony Aldgate, Best of British, Cinema and Society 
1930-1970, 1983, p. 2. 
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て最終年の 1936-38年には 20彩になる。
1927年の映画法はイギリスの映画産業に刺激を与え，英米関係を変える契機
となった。割当制度によってイギリス・フィルムの市場が保障されたために，
映画の生産は活気をとり戻した。新たに登記された映画製作会社の数は 1927
年に 26社， 1928年に 37社であったが， 1929年には 59社に増えた。もっとも，
その大部分は間もなく姿を消しており，ロンドン郊外のイーリングにスタジオ
を設けた AssociatedTalking Pictures Ltd. のように名を知られた生き残
りはほんの僅かであった。配給会社は規定により初年度に配給するフィルムの
全長の 7.5彩をイギリス製フィルムで満たさねばならなかったので，粗製濫造
された間に合わせのフィルムを用意した。法規はフィルムの量を定めただけで
質にはふれていない。そこでイギリスの会社のみならずアメリカ系の会社もせ
っせとこの種の悪名高い 'quotaquickie'(粗製映画）を製作した。 quickiesで
も雇用の創出には役立ったであろう。だが娯楽的価値の無い，ほとんど上映に
値しないようなフィルムはスクリーンに映ることがあっても，映画館の最も閑
散な時間帯であったという。
割当制度による国内市場保護がもたらした最も大きな変化は映画企業の集中
を促進したことであろう。映画企業相互の間の買収や合同による企業集中の早
い例としては，映画チェーンの最大手に成長した ProvincialCinematograph 
Theatres Ltd. があげられる。この会社は 1909年，公称資本金 10万ポンド
でスタートし，地方大都市に多くの封切映画館を建て， 1913年には公称資本金
40万ポンド（同年， 544の公募の映画会社1社の平均資本金は5,400ボンド）， 1920年に
は授権資本 320万ポンド， 全国で 68の， そして 1927年には 85の映画館を支
配するに至った4)。しかし 1927年の割当制度を契機におこった，はるかに大規
模の企業集中が世の注目をあつめた。それは製作・配給・上映の 3部門を一貫
経営する 2つの縦断的大合同一「ゴーモン・プリティッシュ」と「マクスウ
4) PEP, op. cit., p. 34. 
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ェル・グループ」—である。
(1) ゴーモン・プリティッシュ
23 
ロンドンの A.C.プロムヘッドは 1898年からパリのゴーモン社のロンドン
代理店としてフランス映画を配給するかたわら，ロンドンのシェパーズプッシ
ュにスタジオをもち， ビショップスゲイトに常設館「デイリー・バイオスコー
プ」を経営して，イギリス映画産業のパイオニアとなった。 1922年，シティの
マーチャント・バンカー，オスラー兄弟（イシドー，モーリス）の資金援助をうけ
てパリの本社から事業を買収して独立， ゴーモン社を純然たるイギリス企業
とした。他方， オスラー兄弟は仲間の金融業者とともに， 1926年， Biocolor 
Picture Theatresを買収して 17の映画館を支配した。
割当制にともなう業界再編成を想定したプロムヘッドはオスラ・一兄弟の資金
援助のもとに， 1927年 3月， 資本金 250万ポンドの公募株式会社 Gaumont-
Britsh Picture Corporationを設立し，自身が経営する Gaumont社， Ideal
Film Ltd(サイモン・ローソン兄弟とエドワード・ラッセルが1920年創業資本金17万
2,500ボンド）および W.& F. Film Service Ltd. (C. M. ウールフが1919年に創
業，資本金1万ポンド，アメリカ・フィルムの配給）の大手配給会社3社を買収， A.
C. プロムヘッドが社長に，サイモン・ローソンと C.M.ウールフは重役に就
任した。翌 1928年末，興業面に手を広げ，授権資本 415万ポンドの Denman
Picture House Ltd. (101館）と授権資本 200万ボンドの GeneralTheatre 
Corporation Ltd. (5館）の 2つの輿業会社を創設した。 これでゴーモン・ブ
リティッシュの傘下にあった 21館などを含めてグループ全体で 187館を支配
するに至ったが， さらに 1929年2月末には資本金を 375万ボンドに増資し，
次に述べるジョン・マクスウェルと激しく競りあった末，前述の大映画チェー
ン P.C. T. を買収し， A.C. ブロムヘッド自身がアシュフィールドに代って
新社長になり，オスラー兄弟は重役陣に加わった。これでグループ傘下の映画
館は 287館に増加した。他方，フィルム生産ではシェパーズプッシュにもって
いた子会社 BritishAcoustic Films Ltd. のほか 1928年4月，マイケル・
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バルコンの所有する新鋭製作所 GainsboroughFilm社を獲得し， C.M.ウ
ールフとモーリス・オスラーに経営を委ねた。 1928年以来プロムヘッドの大買
収劇の背景にはアメリカの20世紀フォックス社の支援が大であったともいわ
れている 5)が，それはともかく，ここに製作・配給・上映を一貫経営するイギ
リス映画産業界の巨人，ゴーモン・プリティッシュの出現をみたのである。
(2) マクスウェル・グループ
イギリス映画産業界のもう一人の巨人を生んだのはスコットランド出身の事
務弁護士ジョン・マクスウェルで，彼は 1912年に一興業主としてこの世界に
入った。商オに富んだ野心家のマクスウェルは配給会社 WaverleyFilm社
の経営に参加，めきめき頭角を現わし， 1923年，親会社WardourFilms Ltd. 
の社長に就任する。彼はイギリス映画産業をアメリカの支配から解放するに
は，製作・配給・上映を一貫経営する強力な縦断的組織をつくる以外に方法は
ないという見解の下に， ・題になっていた 1926年， 配給部門から製
作部門に眼を向けた。当時， ロンドン郊外のエルストリーにイギリス最大(40
エーカー）のスクジオをもつ BritishInternational Picture Ltd. (BIP)を設立
し，同時に WardourFilms Ltd. もこれに吸収した。さらに同年12月にはア
メリカのワーナー社系の FirstNational社（後にワーナー兄弟社に合併される）
と，古くからエジソン社の代理店でパテ兄弟社との合併企業 FirstNational-
Pathe社（配給と製作を兼業）を傘下に収めた。次の仕事は映画館チェーンを獲
得することである。まず 1928年 1月，資本金 5万ポンドの私会社をつくり，
1月，これを授綱資本 100万ボンドの公募会社 AssociatedBritish Cinema 
Ltd.(ABC)とし，スコットランドの映画館チェーン(24館）Scottish Cinema & 
Variety Theatres (本社グラスゴー）その他のチェーンを買収，翌1929年 1月に
は200万ポンドに増資して， さらに映画館網を広げた。マクスウェル・グルー
プが支配する映画館数は147館になった。ゴーモン・プリティッシュの287館に
は及ばないが，他の系列に較べると抜群に大きい。このように BIP,A玖：を
5) Plummer, op. cit., p. 327. 
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結集した第2の巨人マクスウェル・グループが誕生したが，グループの各社は
1933年までに， 1,050万ポンドの資産を支配する持株会社 AssociatedBritish 
Picture Corporation Ltd. の傘下に入った。
5 日曜興業および検閲制度
新しい娯楽産業としての映画は，さまざまの点で国家政策の対象となった。
1927年の映画法がイギリス映画産業を外国の競争から守ろうとする産業保護政
策であったことは既に述べたが，このほか観客から娯楽税をとって戦時の重要
な財源としたこと， 映画を日曜聖日遵守法(1625-1780年）の対象から外して，
日曜日に映画館の興業を認めたこと (1932年の日曜娯楽法），映画を健全なレクリ
エーションとして育成するために検閲制度をとったことなどがあげられる。
(1) 日曜興業(Sundayopenning)の認可
日曜日も映画館を開いてほしいと公然と要望していたのは業界ではなく，労
働組合であった。とりわけ刺激を求める若い労働者の間に強い要望があった。
日曜日の夜，街を徘徊していて警官の注意をうけたある青年は「そこで，もし
映画館が開いておれば，街路はひっそりしていて，警官には閑な時間になって
いたであろうし，若者も満足していたことでしょう」と新聞に投書している％
日曜興行の是非をめぐる論争がクライマックスに達していた 1930年， 日曜日
の映画興業をアビールして「陽気な日曜日」 (BrighterSunday)運動を展開し
ていたバーミンガムの有力政治家ウィリアム・ロプシーは「多くの人びとが陽
気な日曜日を求めている。ホテルには娯楽施設があり，市の交響楽団はコンサ
ートを開き，劇場はしばしば慈善興行をおこなっている。市営の遊園地ではボ
ート遊び，魚釣り，ゴルフができるのに，映画館は閉まっている。この種の娯
楽と映画はどこが違うのか？ バーミンガムにも早晩，より陽気な日曜の夜が
やってくるにちがいない。われわれはきっと勝ちとってみせる」2)と主張して
1) Jeffrey Richards'article in Walton and Walvin(eds.) op. cit., p. 39. 
2) The Daily Express, 1930年 3 月 6 日—Richards,toe. cit., p. 40. 
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いる。
これに反して，宗教界その他のモラリストは次のようにいう。日曜日は聖日
であり，休息の日である。日曜日を商業化することは好ましくない。映画館の
従業員は週7日の労働を強いられる恐れがある。教会の組織や奉仕団体は青少
年に対してレクリエーションの機会を既に十分与ている。日曜日を映画興業主
の金儲けに利用させるべきではない等々。日曜の午後，公園など野外のスポー
ツを認める人びとも映画に厳しかったのは，レクリエーションと単なる娯楽を
峻別したからであろう。映画に対する世間の評価は，たとえば「上映されてい
た映画の大部分は青少年や大人のためになるものではなく，ほとんどが犯罪や
セックスを扱っており，この国の劇場ではとても上演を許されないようなシー
ンが多い」3)と，まことに手厳しいが， この点は特に日曜興行に反対する論拠
．にはならない。反対の論拠としては，多くの映画館が収益をあげるために，従
業員を週7日働かせている現実の方がより説得的であった％
1932年に「日曜娯楽法」(SundayEntertainment Act)が制定され，映画館の日
曜興業を認めるか否かは，従業員の休息を奪わないこと，収益の一部を教会に
寄附することを条件に， 各地方自治体の選択にまかせられた（もっとも，この法
律はスコットランドには適用されなかった）。たとえばバーミンガムでは本法に基づ
いて，早速，映画館協会 (CinematographyExhibitors Association)が認可を申
請した。これに対して当局は上映時間を午後7時から 10時とすること，フィ
ルムは「健全で品性を高める」ものであること， 収益の 10彩を慈善事業に寄
附すること， 4回の日曜のうち 1回壻上従業員を働かせないこと，を認可の条
件とした。このうち最後の条項は，映画館側の懇請をうけ入れて 4回の日曜日
のうち 3回以上働かせないことに緩和され， 教会関係者の反対にもかかわら
ず，申請は認可された。日曜日の労働力を確保する問題は，市内に多数の系列
館をもっている「ゴーモン・プリティッシュ」のような大企業の場合は容易に
3) Ibid., p. 41. 
4) Parliamentary Debates, House of Commons, 27 May 1932. 
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解決できることであった。さて， 1933年 2月の最初の日曜日，バーミンガムで
は都心の 5館と郊外の 51館が労働者の大歓迎をうけて日曜興業を開始し，次
の第2日曜も盛況で， 4万ないし 5万の入場者があった。他方，懸念された教
会の集まりの方もふだんと何ら変るところがなかったという。そして同年末ま
でには日曜興業のライセンスを得た映画館はスタート時の 56館から 70館に増
加し，日曜日の映画見物はロンドンだけでなく，バーミンガムでも大衆の主要
なレジャー活動として既に定着していた5)。しかしイギリス（イングランドとウェ
ールズ）全体からみた日曜興業の普及状態は映画館の数で約 20%,座席数で約
23%にすぎなかった6)0 
(2) フィルム検閲制度（映倫）
1930年代のィギリスでは映画は商業娯楽の王座を占めており， 1930年代半ば
までに週平均 1.800万の観客を動員していた。映画は寄席その他の商業娯楽と
ちがって，このように巨大な観衆を対象とするマス・ディアであり，公器であ
ったから，それが及ぼす社会的・心理的な影響力ははるかに大きかった。こと
に映画が当時の労働者階級，とりわけ青少年の間に絶大な人気があったことを
思えば，その影響力はいっそう重大であった。自制と節度が求められるゆえん
である。ある小説家は 1932年に下院で， 「映画に利害がある無しにかかわら
ず，われわれは映画のもつ巨大な公共的重要性を否定することはできない。映
画は今日，地球的規模の宣伝・広告力をもつ最も強力なエンジンである。それ
はすべての階級にアビールする。それは青少年の教育に甚大な影響力をもつ。
それは今日の善悪さまざまの思想を判断する一つの巨大な拠り所となってい
る」”と述べている。未成年者が成人向け映画を観るのを制限されたり，フィ
ルム検閲制度によって製作者が表現の自由をコントロールされたのもその故で
5) Richards, loc. cit., pp. 42-43. 
6) Rowson,'A Statistical Survey of the Cinema Industry', ]. Roy. Stat. Soc. 
Vol. XCIX, 1936, p. 92. 
7) Jeffrey Richards,'Controlling the Screen; The Britisth Cinema in the 1930s', 
History Today, March 1893, p. 1. 
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ある。映画は時代の世相を映す鏡であり，近年，とみに歴史家の関心をひいて
いるが，観衆がみたスクリーンは検閲機関を濾過してきたものである点を見過
ごしてはならない。
フィルム検閲制度の起源は 1909年の映画法にさかのぼる。元来， この法律
の主眼は燃え易いフィルムを扱う映画館の危険から観客の安全を守ることで，
法律は地方行政当局に対して適格映画館にのみ営業を認可する権限を与えた。
興業主はこの適格要件の中に防災のみならず娯楽（フィルム）の内容も含むもの
と考えていた。実際，ロンドンその他の都市当局が好ましくないフィルムを問
題にしだした。もし営業認可権をもつ各地方当局（州厳会，自治都市，都市・地方
自治区，治安判事など，その数約700)が映画の内容についてまちまちの価値判断を
下すようになれば，映画産業界は混乱に陥り経営が脅やかされることになる。
そこで 1912年， 業界は自衛の立場から自主的な検閲機関としてイギリス・フ
ィルム検閲協会 (BritishBoard of Film Censors)を設置することにした。した
がって，フィルムの検閲は内務大臣，地方認可機関，および検閲協会の三者に
よってなされることになったが，協会自身は本来，表現の自由を制限する法的
権限をもつものではなかった。
検閲協会は独自に会長を選ぶことができたが，予め内務大臣の同意をえるこ
とになっていた。初代の会長には宮内長官のもとで劇場の監督をしていた G.
A. レドフォード (1916年没），続いて国会議員でジャーナリストの T.P. オー
コナー，元内務大臣のエドワード・ショート，外務省情報部長・フランス大使
を歴任したティレル卿など， 代々与論操作のエキスパートが選ばれており，
「民族や国家の利害，歴史，歴史的大事件に登場する人物に関わる」フィルム
が提出されたときは， 常に協会と政府機関が接触していたといわれている凡
つまり当局は表面に出て公権力をふるうことを好まなかったが，裏面ではスク
リーンの健全化のために常に行政指導を怠らなかったということであろう。検
閲協会は道徳的・政治的に「有害」と思われるシーンをスクリーンから排除す
8) Ibid., p. 12. 
28 
イギリスにおける大衆娯楽産業の発達（荒井） 29 
ることを任務としていたが，仕事の大部分は道徳に関するものであった。実務
はロンドンのソーホー・スクエアーにある事務所で数人の検閲者によって行わ
れたのであるが，年間，何百万フィートのフィルムに眼を通すことはずいぶん
ハードな仕事であったにちがいない。これらの検閲業務に対して，協会はたと
えば 1,000フィートにつき幾ら，といったレートで手数料をとっており，その
収入が協会の運営を支える財政的基盤になっていた。
映倫のルールは極めて厳格であった。 2代目会長の時代につくられた「オー
コナーの 43項目」 ('0℃onnor's 43')によると，売春，売春宿，裸体，婚前交渉，
馬鹿騒ぎなどをテーマにしたフィルムは一切上映禁止になっていた。映倫をパ
スしたフィルムには， "u・ また！ま•A• の認証が与えられた。 "u• は uni-
versal (一般向け）， "A• は adult(成人向け）の略で， "A讐の場合， 16歳以下
の子供は両親または保護者の同伴でない限り入場できなかった (1951年に， 16オ
以上の成人にのみ入場が許される ,;X"というカテゴリーが設けられた）。検閲の結果
は，多くのシーンがカットされて映画の芸術的価値を損うことがあった反面，
映倫に厳しい女性にも好評であった。改めてフィルムを精査した全国婦人会議
(National Council of Women)も「現在の自主的なフィルム検閲制度は， イギ
リス人がなじんできた民主的な原理と伝統にうまく調和しているので，法令に
基づく制度よりも概して優れている」9)と述ぺている。
9) Plummer, op. cit., p. 334. 
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